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前回の原稿を執筆した後、オンライ

ンでのグループ体験やシンポジウム、

大小の会議等に合計 11 回参加した。

継続して PC の前に座っていた時間は、

（間に休憩が入る場合も含め）3 時間

が上限だった。グループ体験や会議な

ど内容は異なるし、グループ体験でも

コンダクター（セラピスト）か、メン

バーの違いは少しあるが、現在の時点

での印象は、「オンラインのグループ

（研修会・会議も含め）は疲れる」と

いう印象である。これは私だけの印象

ではないようで、秋にグループ体験の

研修を予定しているが、講師との打ち

合わせで、その講師もそう言われてい

た。この疲れは単にテクノロジーに馴

染めないためだけではないのではな

いか、そのことを考える時に、私たち

のコミュニケーションについて考え

ることが出来るのではないかと思う。 

  

オンラインでのコミュニケーショ

ンでは、五感のうち視覚と聴覚だけで

状況を理解しようとする。前回オンラ

インの特徴をまず「気配と感じない」

と書いたように、触覚、嗅覚などが伴

わないのだ。スクリーン上に見えるも

のとスピーカーから聞こえる音から

何が起きているのか、伝えられている

のかを判断しなければならない。触覚、

集団精神療法を 

振り返る       藤 信子 

５
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味覚の近感覚、嗅覚の近傍感覚が働い

ていないと言える。視覚と聴覚という

遠感覚しか働かないということにつ

いて、三星（2010）は「遠感覚は・・

その事物の空間における定位および

認識を行っているのである・・・した

がって「見ること」は「考える」こと

である」（p76）と言う。触覚や嗅覚が

効かないので、その点に関して見たり、

聞いたりすることで認識して状況を

把握しようとしているから、オンライ

ン・グループは思考の部分がスペー

ス・グループより忙しくなるというこ

とだろうか。それでオンライン・グル

ープはより強く疲労を感じるのでは

ないだろうか。成長の過程での触覚を

通して安心感を得ることを体験して

きていることは多いので、その感覚を

急に視覚や聴覚で確かめたりするの

は、そう簡単ではないだろうと思う。

会議や研修会は一応おくとして、グル

ープ体験はメンバーがそのグループ

への安心感・安全感を持たなければ、

自己開示は起こりにくく、そうなると、

治療効果（トレーニングの場合も同様）

は得にくいと言える。そのため、オン

ライン・グループのセラピストは、そ

の環境－インターネットとかの－が

参加メンバーにとって安心の持てる

ものであることに十分気を使わなけ

ればならなくなる。 

 

ここで集団精神療法（グループ）の

構造に関して、振り返ってみる。グル

ープがセラピーとして成り立つため

には、この「集団精神療法を振り返る

（１）」に書いたように、グループの

場でのコミュニケーションを重ねる

ことを可能にするように、セラピスト

はグループの構造を作る。コミュニケ

ーションが進むようにグループとい

う「容れ物」を作る。容れ物だから内

と外があり、それを分けるのがバウン

ダリーである。これは時間がちゃんと

守られ、メンバーは決まっており、そ

れ以外の人がグループの場にはいっ

てこないことを保証しなければなら

ない。これはグループセラピストにと

って、まずしなければならない仕事と

なる。ところがオンライン上では、セ

ッティングに関して、セラピストはコ

ントロールすることはできない。時間

はセラピストが一応オンラインをつ

なぎ、（という表現で良いのかどうか

わからない）メンバーを確認し、入室

許可を行う、ということはできる。し

かし各メンバーがどのような部屋か

ら参加するのかは、コントロールでき

ない。オンライン・グループを始める

時に、セラピストは「他の人に話が聞

かれないような個室」で、「公共の

WI-FI はセキュリティ上、使用しない

で」などという案内に書いている、し

かし、スペース・グループのように同

じ部屋に集まるのと違い、それ以上の

コントロールができにくい。 

 

オンライン・グループを体験し始め

て、生じた経験の中で、スペース・グ

ループと比較して、困惑した目立った

ことについておもいつくままあげて

みた。少ない体験の中で、良かった思
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うことは、距離を超えて参加できるこ

とである。7 月に私たちの研究会主催

のオンライン・グループを実施した時、

遠隔地からの参加者が増え、いつもよ

りメンバーも多くなった。これはオン

ライン・グループだからこそ可能にな

ったと言える。遠隔地ともオンライン

で結ばれグループができるのは良い

けれど、地球は丸いので、時差がある

ということも実感している。9 月の初

めに開催される Group Analytic 

Society のカンファレンスは、主催地

がバルセロナであったが、COVID-19

のために、オンラインでの開催となっ

た。そこでのグループ体験の種類と時

間帯を選ぶことになり、7 時間の時差

を計算しなければならなくなった。主

催者としては、世界各地から参加者が

あるので、参加しやすい時を選べるよ

うに、2 種類の時間帯を用意してあっ

た。バルセロナの朝 10 時は、日本の

夕方で 17 時になる。グループ体験の

時間は良いとして、それから講演を聴

いたりしていると、23 時とかになり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は眠ってしまうだろうと思った。家

族とそういう話をしていたら、現地に

行っていても、時差ボケで眠くなるこ

とがあるじゃない、と言われた。行っ

て時差ボケで眠くなるのは仕方ない

として、家の PC の前で眠くなるのは、

なぜか損したような気になる、と思っ

ている。 

 

オンライン・グループをせざるを得

なくなって、改めて知覚の特性や身体

性の問題などを考えたけれど、オンラ

イン上に適した感じ方などを獲得し

ていくのだろうかと思いながら、セラ

ピストを務める秋からのグループの

準備をしている。 

 

 

 

文献： 

三星宗雄（2010）遠感覚・近感覚再考．

神奈川大学人文研究．73-88． 

 

 


